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WB 1:500-1:1000,IHC 1:50-1:100,ICC/IF 1:50-1:200,ELISA 1:5000-1:20000

Calculated MW: 68 kDa; Observed MW: 80 kDa

PRKCZ

PRKCZ; PKC2; Protein kinase C zeta type; nPKC-zeta
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	応用
	抗原情報
	背景
	PKCは、分泌、遺伝子発現、増殖、筋収縮など、様々な細胞応答を制御するカスケードにおける最も初期のイベントの一つです。PKCはジアシルグリセロールによって活性化され、様々な細胞タンパク質をリン酸化します。PKCは、腫瘍プロモーターの一種であるホルボールエステルの受容体としても機能します。上皮細胞の分極において中心的な役割を果たす四元複合体のサブユニットです。
	研究分野
	シグナル伝達
	画像データ
	

	PKC ゼータ抗体を使用したさまざまな溶解物中の PKC ゼータのウエスタン ブロット分析。
	

	PKC ζ抗体を使用したCOS7 溶解物中の PKC ζのウェスタンブロット分析。
	

	NIH/3T3細胞におけるPKCゼータのPKCゼータ抗体を用いた免疫蛍光染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした状態。
	

	PKCゼータ抗体を使用したパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には、高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。右側はブロッキングペプチドを含むサンプルです。
	

	PMA処理したCOS7ライセート中のPKCゼータをPKCゼータ抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングした。

